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会員の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

8 月に開催いたします「生涯学習支援研修（実践編）」のご案内と、平成 25 年度第 3 回 

理事会（7 月 7 日）の速報等を配信いたします。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

「生涯学習支援研修」開催のご案内 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆生涯学習支援研修（実践編）の参加者を募集しています。 

  ・対  象 ： 老年看護に関する基本的な知識やある程度の経験をお持ちの方 

        急性期病院での高齢者の看護に困難を抱えている方 

        （会員・非会員を問いません） 

  ・日  時 ： 2013 年 8 月 21 日（水）14 時～17 時 

  ・場  所 ： 佛教大学二条キャンパス 

        （京都市中京区西ノ京東栂尾町７：二条駅下車） 

  ・定  員 ： 150 名（先着順、定員を超えた場合のみ連絡） 

   ・参加費 ： 会員 1000 円、非会員 2000 円 

   ・内 容 ： 回復過程に応じた高齢者看護の実践（急性期） 

  ・講  師 ： 得居みのり氏（姫路聖マリア病院地域連携室 室長） 

               酒井郁子氏（千葉大学大学院看護学研究科 教授） 

 

  ※申し込み方法などは、学会ホームページ（http://www.rounenkango.com/） 

     をご参照のうえ、同僚や実習病院等の関係者の皆さまにもお知らせください。 

 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

理事会・各委員会からのお知らせ 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

※新役員・新委員会体制となった最初の理事会・委員会報告となります。 

 ホームページより堀内新理事長のメッセージもご覧ください。 

 （http://www.rounenkango.com/） 

 

◆会員数が 1,400 名を超えました 

  今まで以上に会員審査を迅速化することになりました。 



   老年看護の実践・教育・研究に関心をお持ちで、業績がないという方も、評議員の 

推薦を受けて入会を申し込むことができます。 

  詳しくは学会ホームページをご覧いただけるようお知らせください。 

 

◆編集委員会 

  魅力ある学会誌づくりをめざし、平成 25 年度から 3 年間をかけて次のような整備を 

行います。 

   ①投稿規程と論文種類の改訂 

       現在、検討中です。改訂作業が終わりましたら、18 巻 1 号および学会ホームページ

にてお知らせします。 

     ②特集記事の充実 

       今後、テーマ性のある特集記事も組む予定です。 

     ③オンライン投稿・査読の導入 

       現在、システム等の検討を進めています。 

       導入時期が決まりましたら、改めてお知らせします。 

 

◆国際交流委員会 

  ①The 20th Word Congress of Gerontology and Geriatrics (IAGG、ソウル、 

     6/23-27)に参加し、日中韓の演者をむかえシンポジウム Disaster support for elderly  

individuals: Based on experiences in Asia を企画・実施しました。 

   ②今後も韓国をはじめとするアジア諸外国との交流・連携の推進、および国際交流委員

会協力員の組織化に取り組みます。 

 

◆老年看護政策検討委員会 

  ①平成 26 年度診療報酬改訂に向けた看護技術提案書「COPD 在宅酸素療法患者への 

テレナーシング（遠隔看護）技術」が看保連から、厚生労働省に提出されることに 

なりました。 

   ②平成 28 年度診療報酬改定への準備として、「認知症入院患者へのチーム医療体制加算

（仮）」の提案ができるよう、老人看護専門看護師・認知症看護認定看護師を対象に調 

査を行う予定です。 

 

◆生涯学習支援委員会 

  前号にも掲載しましたが、今年度の研修計画を再度、お知らせいたします。 

  詳細は決まり次第、学会ホームページにてご案内します。 

 

  ①基礎編研修の開催予定 

  ・2013 年  9 月 11 日（水） 埼玉県立大学 （関東地区） 

  ・2013 年  9 月 23 日（月） 宮城大学 （東北地区） 

  ・2013 年 10 月 24 日（木） 沖縄県立大学 （九州・沖縄地区） 

  ・2013 年 11 月 24 日（日） 北海道医療大学サテライトキャンパス（北海道地区） 

  ・2014 年  2 月 16 日（日） 兵庫県立大学 （関西地区） 



  ②実践編研修の開催予定 

  （平成 24 年度に基礎編を実施した関西地区で実施予定） 

  ・2013 年  8 月 21 日（水） 佛教大学二条キャンパス 

 

◆現在、学会事務委託内容の見直しを行っています 

   生涯学習支援委員会や国際交流委員会など各種委員会の活動の拡大に対応できるよう、

（株）ワールドプランニングに委託する学会事務の内容を見直しています。 

 

◆他研究機関・他学会等との連携 

  日本看護系学会協議会から依頼された「日本医療安全調査機構」の 

  担当窓口を湯浅理事におつとめいただくことになりました。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

「Frailty」の日本語訳に関する意見募集のお知らせ 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆日本老年医学会では、これまで「虚弱」と訳されてきた「Frailty」が、①ネガティブな

印象を与える、②「Frailty」の多面的な要素や身体・心理・社会的特性を表現できてな

い等の理由により、このたび日本語訳を検討するワーキングを立ち上げ、日本老年学会

構成学会にも日本語訳募集の案内がありました。 

  つきましては下記の要領にて、本学会員の皆さまからもご意見をお寄せいただきたく、

お願いいたします。 

 

   ＜要領＞  

  書式は定めませんが、①日本語訳、②その理由、③提案者の氏名・所属、④日本老年看護

学会所属の旨、を明記した文書（A4、1 枚以内）を作成し、添付で日本老年医学会事務局

（jgs@blue.ocn.ne.jp）までお送りください。締め切りは、2013 年 8 月 31 日（土）です。 

 

  ※日本老年医学会からの「日本語訳募集のお願い」（文書）は近日中に学会ホームページ

（http://www.rounenkango.com/）に掲載予定です。詳細はそちらをご参照ください。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

各種情報提供 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

◆日本骨粗鬆症学会 第 3 回骨粗鬆症マネージャーレクチャーコース 

 （リエゾンサービス）開催のご案内 

 ・日 時 ： 平成 25 年 10 月 13 日（日）14：30～18：00（受付開始 14：00～） 

 ・会 場 ： 大阪国際会議場（第 15 回日本骨粗鬆症学会学術集会、第 2 会場） 

 ・内 容 ： 医療専門職のための骨粗鬆症の包括的レクチャー 

  ・定 員 ： 200 名 



 ・受講料： 日本骨粗鬆症学会会員 3,000 円、非会員 10,000 円 

       （ただし学術集会参加者は参加費分免除） 

              ※当日受付でお支払いください 

 ・参加申込先：日本骨粗鬆症学会ホームページ（http://www.josteo.com/） 

 ・申込締切：平成 25 年 9 月 30 日（定員になり次第受付終了） 

 

◆日本老年精神医学会「生涯教育講座」のご案内 

  日本老年精神医学会による標記の講座が、今年度より、会員外の看護師や 

  そのほかのコメディカルの人たちも受講できるようになりました。 

  8 月以降、全国各地で 7 の講座が開催されます。 

  詳しくは日本老年精神医学会ホームページ（http://www.rounen.org/）をご覧ください。 

 

 

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+ 

＜ 発 行 ＞ 
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 担当：北川 公子（共立女子大学看護学部） 

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+ 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

※このメールは 2013 年 7 月 12 日現在のご登録情報をもとにお送りしております。 

   配信先の変更や停止については、下記事務センターまでご連絡ください。 

※このメールの発信元アドレスは、送信専用アドレスです。本メールへの返信はできません。 

 お問い合わせは、下記学会事務センターのアドレスにお送りください。 
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